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松本市教育委員会 



令和７年度第８回定例松本市教育委員会付議案件 

 

［議案］ 

第１号  松本市学校給食センター運営委員会への諮問について【非公開】 

第２号  松本市立小学校、中学校施設の開放に係る運用方法の見直しについて 

【非公開】 

 

［報告］ 

第１号  令和７年松本市議会第３回臨時会の結果について 

第２号  令和７年度全国学力・学習状況調査の結果概要と考察について 

第３号  重要文化財旧松本高等学校本館及び講堂保存活用計画の見直し方針に

ついて 

 

［周知］ 

１   年末年始期間における貸出冊数の変更について 

 

［その他］ 

 

追加 



 

 

 

報告第 １ 号 

 

令和７年松本市議会第３回臨時会の結果について 

 

１ 趣旨 

松本市議会第３回臨時会の結果について報告するものです。 

 

２ 会期等について 

１１月４日（火） １日間 

経済文教委員会  １１月４日（火） 

 

３ 審査内容及び結果 

⑴ 経済文教委員会審査 

ア 議案第４号 市有財産の取得について((仮称)松本市第一学校給食セン

ター用地) 

（仮称）松本市第一学校給食センター用地を取得するもの 

イ 議案第５号 倒木事故に関する和解について 

  アルピコ交通上高地線軌道内において発生した倒木事故について、相手

方と和解するもの 

⑵ 委員からの主な意見等 

ア 議案第４号について、買収単価の算出根拠について質疑があり、理事者

からは、不動産鑑定業務により、市街地からの距離、近隣における開発行

為の経過等を踏まえ、宅地としての見込み地であるかなどの結果を基に、

建設部で算出したと答弁しました。 

イ 議案第５号について、財源について質疑があり、理事者からは全国市長

会学校災害保険は自然災害の場合、対象にはならないため、全額松本市の

負担であると答弁しました。 

⑶ 集約結果 

議案２件は、異議なく原案どおり可決されました。 

 

教育委員会資料 

７．１１．２１ 

教 育 政 策 課 

担当 教育政策課 

課長 小西 えみ 

電話 ３３－３９８０ 



担当 学校教育課 学校支援室 

教育監兼学校支援室長 山名 博夫 

電話 ３３－４３９７ 

 

教育委員会資料 

７．１１．２１ 

学校教育課 

報告第 ２ 号 

 

令和７年度全国学力・学習状況調査の結果概要と考察について 

 

１ 趣旨 
令和７年４月１４日（月）～１７日（木）に松本市立小中学校が実施した「全国学力・

学習状況調査」について、調査結果概要と考察を取りまとめましたので、報告するもの
です。 
 

２ 経過 
Ｒ７． ８．２１ 第５回教育委員研究会で、「全国学力・学習状況調査（松本市）」 

速報値を報告 
２９ 第２回学力調査検討委員会で、市全体の結果及び各校における授

業改善・充実の重点を共有       
１０．上旬 学力調査検討委員による公表案の検討・修正 

 
３ 調査結果概要と考察 

別紙のとおり 
 
４ 今後の予定 
  １１．２５ 松本市ホームページ上にて公開及び市内小中学校へ資料を送付 
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別紙 
 

令和７年度 全国学力・学習状況調査 松本市立小中学校における結果概要と考察  
 
 
◇調査対象：小学校第６学年、中学校第３学年 
  

◇調 査 実 施 日：令和７年(2025 年)４月１４日（月）～１７日（木） 
 

◇調査内容：１. 教 科 に 関 す る 調 査（国 語 、 算 数 ・ 数 学 、 理 科） 

２. 学 習 状 況 等 に 関 す る 質 問 調 査（児童質問調査、生徒質問調査、学校質問調査） 

 
  

・小学校…国語・理科が全国をやや上回り、算数は全国と同程度である。 

・中学校…国語・理科が全国を上回り、数学はやや上回った。 
※全国との差が１ポイント未満の場合は「やや上回る（やや下回る）」、差が１ポイント以上の場

合は「上回る（下回る）」としました。     
・正答率４割以下の児童生徒の割合は、全教科で全国より少ない。 

※特に中学校国語・理科では、全国より５ポイント以上少ない。 

・正答率８割以上の児童生徒の割合は、全国と同程度又は少ない。 
※小学校理科と中学校国語が全国と同程度だったが、他の４教科は少ない。 

 

 

・特徴的な結果は、本報告書の３頁以降に掲載した。 

 

 

調査概要 

教科に関する調査結果 

◇平均正答率： 

◇正答率の割合： 

〇 平均正答率は小中学校ともに全国を上回り、この傾向は平成３１年度以降続

いています。正答率４割以下の児童生徒の割合が少ない状況であることから、

学習が苦手な児童生徒に対する指導の成果が表れていると考えられます。 

 

〇 正答率８割以上の児童生徒の割合は、小中学校ともに少ない状況です。この

要因の一つとして、学習が得意な児童生徒の伸びる力を一層伸ばすことが十分

にできていないことが挙げられます。 

 

〇 中学校理科において、探究の過程に基づく活動（観察、実験の実施や計画立

案、振り返りなど）が全国よりも活発で、平均正答率も高い状況は、調査結果

から読み取れる特筆すべき点です。 

 

〇 総合的な学習の時間において、児童生徒が自分で課題を立てて情報を集め整

理し、調べたことを発表する等の学習に取り組むことは、小中学校ともに学習

指導要領改訂前（平成３１年度）よりも大幅に改善しています。これは、探究

的な学びの充実が図られている成果であると考えられます。 

 

〇 児童生徒の自己肯定感や幸福感等が高まっていることが考えられる一方で、

学校生活や人間関係の満足度等に関しては課題が見られます。松本市子どもの

権利に関する条例にうたわれている「すべての子どもにやさしいまち」の具現

に向けた取組の充実が求められているのではないか、と考えられます。 

 

考察 

◇質 問 調 査 の 結 果： 

学習状況等に関する質問調査結果 
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〇 調査結果を授業改善に活かすことを通して、児童生徒の学力の向上を図ることを目

的としているため、教科に関する調査結果の具体的な数値は公表しておりません。 

〇 本調査は、育成する資質・能力の一部を調査したものであることにご留意ください。 

〇 学習状況等に関する質問調査結果については、児童生徒の回答状況を的確に把握す

るために、全国や長野県との比較や、経年変化を公表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 ［部課名］ 松本市教育委員会 学校教育課 学校支援室 

［連絡先］ 電話：0263-33-4397  

公表の基本方針 

 

全国学力・学習状況調査における松本市の小中学生の正答率は、全国と比較し

て同等あるいは高い傾向が示されました。これは、低位層が少ないことによるも

のと分析できます。また、上位層も少ない傾向であることも分かりました。上位

層が少ないのは、長野県全体の傾向でもあります。 

 長野県の教員は、理解が遅い子どもの支援に力を入れて伸ばすことに重点を置

く傾向があると言われています。しかしながら、「できる子どもは放っておいて

も自分で学ぶ」ととらえ、伸びる力を一層伸ばすことには注力しない傾向もある

と言われています。 

 他県の中には、例えば算数で、早く問題を解いた子どもが難しい応用問題に挑

戦できる機会を日常的に設けることで、子ども自ら「伸びる力をもっと伸ばそ

う」とする意欲を高める授業づくりを行っている県もあります。チャイムが鳴っ

ても、難しい問題に挑戦し続ける姿が見られます。 

 松本市においても、「伸びる力を一層伸ばす」授業づくりが求められます。 

授業改善に向けて 



学習状況等に関する質問調査結果 
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① 「自分には、よいところがあると思いますか」との質問に肯定的な回答をした児童生
徒の割合は、小学校・中学校ともに近年増加傾向にあります。 

② 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」との質問に肯定的
な回答をした児童生徒の割合は、小学校・中学校ともに平成３０年度よりも大幅に増加
しています。 

③ 「学校に行くのは楽しいと思いますか」との質問に「当てはまる」と回答した児童生
徒の割合は、全国に比べて低い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 自己肯定感や幸福感等に関する状況 

【凡例】 当てはまる・よくある等 どちらかといえば、当てはまる・ときどきある等 

【小学校】                           【中学校】 

① 自分には、よいところがあると思いますか 

松本市 経年変化                  松本市 経年変化 

  

③ 学校に行くのは楽しいと思いますか 

② 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか  



学習状況等に関する質問調査結果 
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① 「友達関係に満足していますか」との質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、
小学校・中学校ともに約９割で推移していますが、「当てはまる」と回答した児童生徒の
割合は全国と比べても低い状況です。 

② 「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」との質問に肯定的
な回答をした児童生徒の割合は、小学校・中学校ともに９割を超えていますが、「当ては
まる」と回答した児童生徒の割合は近年減少し、全国と比べても低い状況です。 

③ 「授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら
課題の解決に取り組んでいますか」との質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、
小学校・中学校ともに９割を超えています。 

    
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 他者との関わりや協働的な学びに関する状況 

② いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 

① 友達関係に満足していますか 

③ 授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか 

（Ｒ６～） 

   （※Ｒ６からの調査項目） 

【凡例】 当てはまる・よくある等 どちらかといえば、当てはまる・ときどきある等 

【小学校】                           【中学校】 



学習状況等に関する質問調査結果 
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①  「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを 
発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」との質問に肯定的な回答をした児童生
徒の割合は、小学校・中学校ともに増加傾向で、学習指導要領改訂前の平成３１年度と
比べると大幅に増加しています。 

② 「前年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいましたか」の質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、小学校・中学校とも
に８割前後で推移しています。 

③ 「各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていま
したか」との質問に「当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、近年減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)主体的・対話的で深い学びの視点から 

① 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り

組んでいますか 

② 前年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 

【凡例】 当てはまる・よくある等 どちらかといえば、当てはまる・ときどきある等 

【小学校】                           【中学校】 

③ 各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか 



学習状況等に関する質問調査結果 
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① 「国語の勉強は好きですか」の質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、令和５
年度と比べると減少しています。 

② 「国語の授業の内容はよく分かりますか」の質問に肯定的な回答をした児童生徒の割
合は、近年減少しています。 

③ 国語の授業で文章を書くことに関する質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、
小学校・中学校ともに全国より低い状況です。 

④ 国語の授業で文章を読むことに関する質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、
小学校・中学校ともに全国より低い状況です。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたりくわしく書

いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方

を工夫して文章を書いていますか （Ｒ７～） 

③ 

（Ｒ７～）

(4) 国語に関する児童生徒の意識 

① 国語の勉強は好きですか 

② 国語の授業の内容はよく分かりますか 

 

④ 国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章

と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つけ

ていますか （Ｒ７～） 

④ 国語の授業で、文章を読み、その文章の構成や展開に、

どのような効果があるのかについて、根拠を明確にして

考えていますか （Ｒ７～） 

どちらかといえば、当てはまる 当てはまる 

【小学校】                           【中学校】 

【凡例】 



学習状況等に関する質問調査結果 

－7－ 

① 「算数・数学の勉強は好きですか」の質問に「当てはまる」と回答した児童生徒の割

合は、小学校では近年減少し、中学校では近年増加しています。 
② 「算数・数学の授業の内容はよく分かりますか」の質問に肯定的な回答をした児童生
徒の割合は、小学校・中学校ともに昨年度より減少しています。 

③ 「算数・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考
えますか」の質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、小学校・中学校ともに昨年
度より減少しています。 

④ 「算数・数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行ってい
ますか」の質問に「当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、小学校では全国より少
なく、中学校では全国より多い状況です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 算数・数学に関する児童生徒の意識 

どちらかといえば、当てはまる 当てはまる 

【小学校】                           【中学校】 

【凡例】 

③ 算数・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えますか （Ｒ６～） 

① 算数・数学の勉強は好きですか 

② 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか 

④ 算数・数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていますか（Ｒ７～） 



学習状況等に関する質問調査結果 
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① 「理科の勉強は好きですか」の質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、小学校
では全国を下回り、中学校では全国を上回っています。 

② 「理科の授業の内容はよく分かりますか」の質問に肯定的な回答をした児童生徒の割
合は、小学校では全国を下回り、中学校では全国を上回っています。 

③ 理科の問題解決・探究の過程に関する質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、
小学校では全国を下回り、中学校では全国を上回っています。 

④ 理科の授業の振り返りに関する質問に肯定的な回答をした児童生徒の割合は、小学校
では全国を下回り、中学校では全国を上回っています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 理科に関する児童生徒の意識 

① 理科の勉強は好きですか 

④ 理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間違っ

ていないかを振り返って考えていますか 

② 理科の授業の内容はよく分かりますか 

 

③ 理科の授業では、問題に対して答えがどのようになるの

か、自分で予想（仮説）を考えていますか 

③ 理科の授業では、自分の予想（仮説）をもとに観察や実

験の計画を立てていますか

④ 理科の授業で、課題について観察や実験をして調べてい

く中で、自分や友達の学びが深まったか、あるいは、新

たに調べたいことが見つかったか、振り返っていますか 

       （Ｒ７～） 

どちらかといえば、当てはまる 当てはまる 

【小学校】                           【中学校】 

【凡例】 



 

 

 

報告第 ３ 号 

 

重要文化財旧松本高等学校本館及び講堂保存活用計画の見直し方針について 

 

１ 趣旨 

重要文化財旧松本高等学校本館及び講堂保存活用計画（以下「保存活用計画」とい

う。）に基づく耐震対策事業が令和６年度に完了したことを受け、今後のさらなる施設

整備に向けた保存活用計画の見直し方針について文化庁等と協議しましたので、内容

について報告するものです。 

 

２ 経過 

  Ｈ２９．３    保存活用計画策定 

３０．６    耐震補強工事着工 

Ｒ ６．３    耐震補強工事完了 

７．３    耐震補強工事報告書作成、耐震対策事業完了 

    ４～   今後の整備事業に向けて保存活用計画見直しを検討 

７．２４ 文化庁及び県と今後の整備事業について調整 

 

３ 文化庁の指導及び現状の施設課題 

 ⑴ 文化庁の主な指導 

  ア 防災対策や建物保存修理等、緊急性の高い事業は保存活用計画に記載がなくて

も補助が可能 

  イ 便益施設や展示スペースの整備等の公開活用事業は、保存活用計画に記載がな

いと補助は不可 

  ウ 危険木、雨水排水溝、雨樋、外壁塗装への対策は緊急性があると認識 

 ⑵ 現状の施設課題とその対策（案） 

別紙１、２のとおり 

 

４ 今後の取組方針 

 ⑴ 保存活用計画への記載を要件とする補助事業は限定的（公開活用事業）なので、 

大規模な計画の見直しは行わず、必要な事業等の追記と文言の修正に留めます。 

 ⑵ 保存活用計画に記載がなくても国の補助取込みが可能な事業については、保存活 

用計画への追記は行わず、個別の補助事業として着手します。特に緊急性が高いと 

指摘された危険木（ヒマラヤスギ等）の伐採、雨樋の改修、消防設備の整備につい

ては、関係課等と調整しながら早期実施を目指します。 

 ⑶ 市民の生涯学習活動に資する冷暖房設備の整備については、喫緊の課題として引

き続き早期整備を目指します。 
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５ 当面の予定 

⑴ 保存活用計画の見直し方針を庁議及び次期経済文教委員協議会へ報告します。 

⑵ 今年度中に保存活用計画の見直しを完了し、令和８年度の文化庁受理を目指しま

す。 

⑶ 保存活用計画への記載が不要である補助事業については、緊急性の高い事業から

順次着手します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 生涯学習課 

課長 廣田 圭男 

電話 ３２－１１３２         

 

--―－１１３０ 





 

重要文化財旧松本高等学校 整備事業 

4-2 公開活用整備事業 

講堂東にオイルタンク、倉庫が近接。

防火、防犯、景観の点から木造建造物

へ悪影響 

2 雨樋改修事業 

ヒマラヤスギ等の落葉で雨樋詰まり→排水不

良→雨漏り・内部へ浸水→木部腐朽→建物損傷 
保存活用計画（平成 28 年度策定）より 

近接住宅地 

近
接
住
宅
地 

4-1 公開活用整備事業 

灯油供給設備、高圧受電設備が

建物に近接。火災・延焼のおそれ

があるが、防災事業ではなく公

開活用事業で実施 

※整備事業の一部抜粋 

3-1 消防設備整備事業 

消火活動・延焼防止のた

め屋外に消火栓等設置 

1 危険木伐採 

ヒマラヤスギなどが近接、

防災、建物保存（倒木・腐朽

防止）の点から整理必要 

3-2 消防設備整備事業 

館内消火栓を易操作型へ更新

など 

防火管理区域 

別紙２ 



 

 

周知事項 １ 

 

年末年始期間における貸出冊数の変更について 

 

１ 趣旨 

  令和３年度から実施している、年末年始等の長期休館中における貸出冊数の変更につ 

いて、本年度も実施することについて周知するものです。 

 

２ 実施内容  

⑴ 年末年始休暇期間  

令和７年１２月２９日（月）～令和８年１月３日（土） 

⑵ 貸出冊数を変更する期間 

   令和７年１２月２５日（木）から１２月２８日（日）の３日間 

   ※２６日（金）は第４金曜日のため全館休館 

⑶ 貸出冊数の変更内容 

  「貸出冊数１０点まで」を「貸出冊数１５点まで」に変更 

⑷ その他 

ア 視聴覚資料の貸出点数５点まで、予約点数１０点までの変更は行いません。 

イ 実施期間の貸出の返却予定日 ※年末年始休館を除く１４日間 

 貸出日 返却予定日 貸出日数 

１２月２５日（木） １月１４日（水） ２０日間 

   ２７日（土）   １６日（金） ２０日間 

   ２８日（日）   １７日（土） ２０日間 

 

３ 周知方法 

 館内掲示、チラシ、ＦＭまつもと、市ホームページ、図書館ホームページ、SNS、 
広報まつもとで周知します。 
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